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い
て｣

講
演
頂
い
た
。
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
た

い
と
昭
和

56

年
生
活
工

芸
運
動
が
始
ま
り
生
活
の

中
に
あ
っ
た
生
活
工
芸
品

(

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・
ヒ
ロ
ロ
・

マ
タ
タ
ビ
細
工)

を
活
用

し
て
、
も
の
づ
く
り
を
実

施
。
も
の
づ
く
り
を
し
て

い
る
方
々
の
交
流
の
場
、

本
物
を
作
る
人
使
う
人
の

出
会
い
の
場
と
な
り
信
頼

を
得
て
、
工
人
ま
つ
り
に

２
万
人
が
来
場
す
る
大
イ

ベ
ン
ト
ま
で
に
な
っ
た
。

人
に
喜
ば
れ
る
も
の
づ
く

り
、
生
活
で
使
う
も
の
づ

く
り
を
楽
し
ん
で
作
る
こ

と
の
大
切
さ
、
も
の
づ
く

り
へ
の
心
掛
け
を
教
え
て

頂
き
今
後
の
活
動
に
お
い

て
貴
重
な
研
修
会
で
し

た
。 

第６８回石川地区敬老会実行委員会開催 

令
和
元
年
度
第

68

回

石
川
地
区
敬
老
会
実
行
委

員
会
は
、
８
月
７
日(

水)

午
後
１
時

30

分
か
ら
モ

ト
ガ
ッ
コ
会
議
室
に
、
行

政
区
区
長
・
民
生
児
童

員
・
行
政
区
女
性
代
表
・

文
化
協
会
・
町
役
場
・
自

治
セ
ン
タ
ー
関
係
者
が
、

48

名
出
席
し
て
行
な
わ

れ
た
。
実
行
委
員
会
は
協

議
に
先
立
ち
主
催
者
を
代

表
し
て
、
町
役
場
保
健
福

祉
課
大
賀
俊
昭
課
長
挨

拶
。
役
員
選
出
は
、
実
行

委
員
長
に
石
川
地
区
区
長

会
会
長
の
西
牧
敏
幸
氏

(

新
町
区)

、
副
委
員
長
に

は
、
石
川
地
区
区
長
会
副

会
長
の
味
原
孝
一
氏(

新

田
区)

と
民
生
児
童
委
員

石
川
地
区
方
部
長
鈴
木
芳

幸
氏(

北
町
区)

、
庶
務 

 
育
所
園
児
の
歌
と
踊
り
、

学
法
石
川
高
校
の
チ
ア

リ
ー
デ
ン
グ
部
が
参
加

者
を
元
気
づ
け
る
演
舞

等
行
い
ま
す
。
三
、
バ
ス

運
行
に
つ
い
て
は
、
会
場

の
変
更
に
よ
り
一
部
の

地
域
で
乗
降
場
所
の
変

更
が
発
生
し
ま
す
が
敬

老
会
出
席
者
人
数
が
決

定
次
第
区
長
様
等
の
ご

意
見
を
頂
き
決
定
し
ま

す
。
四
、
賄
い
に
つ
い
て

は
、
熱
中
症
予
防
の
た
め

に
出
席
者
の
テ
ー
ブ
ル

に
自
由
に
飲
め
る
飲
料

を
準
備
い
た
し
ま
す
。
お

祝
い
の
品
、
祝
宴
時
の
飲

み
物
等
は
昨
年
同
様
と

な
り
ま
す
。
多
く
の
出
席

者
の
皆
様
に
楽
し
く
、
心

温
ま
る
敬
老
会
に
な
る

こ
と
を
確
認
し
て
委
員

会
を
閉
じ
た
。 

 

会
計
を
石
川
自
治
セ
ン
タ

ー
で
行
う
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。
実
行
員
長
挨
拶
で

西
牧
委
員
長
か
ら｢

心
温

ま
る
令
和
初
の
敬
老
会

を
、
報
告
・
連
絡
・
相
談

で
行
い
ま
し
ょ
う｣

と
実

行
員
の
方
々
に
呼
び
掛
け

た
。
大
竹
富
雄
セ
ン
タ
ー

長
は
、｢

十
数
年
ぶ
り
の
体

育
館
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
実
行
員
各
位
、
役
場

関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変

ご
苦
労
を
掛
け
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。｣

と
挨
拶
し

た
。 協

議
は
、
西
牧
委
員
長

を
座
長
に
委
員
会
が
進
め

ら
れ
た
。
一
、
敬
老
会
の

日
程
及
び
会
場
並
び
に
役

割
分
担
に
つ
い
て
。
石
川

地
区
敬
老
会
は
9
月
20

日(

金)

大
安
の
日
に
石
川

町
体
育
館(

モ
ト
ガ
ッ
コ

敷
地
内
旧
石
川
小
体
育

館)

で

9

時
30

分
～

11

時
30
分
開
催
し
ま
す
。
当

日
実
行
委
員
の
方
々
は
午

前
8
時
集
合
、
敬
老
者
へ

の
贈
呈
品
の
袋
詰
、
8
時

30

分
受
付
準
備
等
を
行

い
ま
す
。
今
ま
で
の
会
場

と
違
う
為
前
日
の

19

日

(

木) 

 

午
後
1
時
30
分
か
ら
の

準
備
と
20

日
当
日
の
後

方
付
け
が
あ
り
ま
す
。
尚
、

実
行
委
員
の
方
々
に
は
、

前
日
と
当
日
の
役
割
分
担

表
を
送
付
致
し
ま
し
た
。

別
れ
て
作
業
を
行
い
ま

す
。
二
、
敬
老
会
次
第
に

つ
い
て
は
、
例
年
同
様
9

時
30
分
式
典
開
始
、
主
催

者
挨
拶
、
敬
老
祝
金
贈
呈
、

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表

彰
、
来
賓
祝
辞
・
紹
介
、

敬
老
者
謝
辞
等
の
流
れ
で

進
行
さ
れ
ま
す
。
休
憩
後
、

10
時
30
分
祝
宴
が
行
わ

れ
ま
す
。
乾
杯
後
、
出
席

者
も
楽
し
み
し
て
い
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
文

化
協
会
外
の
皆
様
に
お
世

話
に
な
り
祝
吟
、
日
舞
、

民
謡
、
石
川
町
立
第
一
保 

 

籐
手
芸
教
室
研
修
会 

ま
ち
な
か
工
房
つ
く
っ

ぺ
籐
手
芸
教
室(

矢
内
文

子
講
師)

は
、
28
日
自
治

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
三

島
町
生
活
工
芸
館
館
長
板

橋
淳
也
氏
を
招
き
研
修
会

を
行
っ
た
。
テ
ー
マ
は｢

奥

会
津
の
編
み
組
細
工
に
つ

い
て｣ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月度行事予定＊諸般の事情により日時等変更になる場合もあります。                               

日 曜 行 事 予 定 備 考 

19 木 石川地区敬老会準備 13：30～ モトガッコ体育館 

20 金 第 68 回石川地区敬老会 9：30～ モトガッコ体育館 

26 木 新田寿健康大学体験学習会 8：00～ 二本松市 

毎週土曜日 7.14.21.28 まちなか朝市 7：00～ 石川自治センター 
 

生涯学習教室活動 レディーススクール 

て
い
た
。
一
部
の
お
客
様
が

開
店
準
備
の
お
手
伝
い
を

頂
く
な
ど
出
店
者
一
同
感

謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。
後
半
戦

は
、
イ
ベ
ン
ト
も
多
催
に
な

り
ま
す
。
月
初
め
の
お
楽
し

み
抽
選
会
、
２
倍
ポ
イ
ン

ト
、
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
の

外
、
秋
の
収
穫
祭
・
感
謝
祭

等
お
こ
な
い
ま
す
。
収
穫
祭

で
は
、
沢
田
産
新
米
お
に
ぎ

り
振
舞
い
や
旬
の
秋
野
菜

(

お
米
・
野
菜
は
出
店
者
栽

培)

を
使
用
し
た
け
ん
ち
ん

汁
振
舞
い
、
感
謝
祭
で
は
振

舞
い
餅
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
是
非
、
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

 

生
涯
学
習

教
室
寿
大
学

は
夏
休
み
期

間
で
し
た
。 

 
 

レ

デ
ィ

ー

ス
ス
ク
ー
ル

４
学
級
は
、
文

化
祭
作
品
作

り
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
モ
ト

ガ
ッ
コ
で
行

わ
れ
ま
す
。 

溢
れ
、
貴
重
な
体
験
学
習

と
な
っ
た
。
文
化
祭
に
展

示
さ
れ
ま
す
。 

写
真
は
、
熱
帯
原
産
の

ア
ン
ス
リ
ウ
ム
、
現
在
メ

イ
ド
・
イ
ン
・
か
わ
ま
た

ア
ン
ス
リ
ウ
ム
と
し
て

震
災
復
興
の
花
と
し
て

育
て
ら
れ
脚
光
を
浴
び

て
い
ま
す
。
２
０
２
０
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
式
典

の
花
と
し
て
立
候
補
し

て
い
ま
す
。 

レ
デ
ィ
ー
ス
き
た
す(

竹

島
君
委
員
長)

は
、
18
日

(

日)

文
化
祭
作
品
作
り
移

動
研
修
を
伊
達
郡
川
俣
町

織
物
展
示
館
か
ら
り
こ
館

に
10
名
が
参
加
し
て
「
ア

ン
ス
リ
ウ
ム
染
め
体
験
」を

行
な
っ
た
。
始
に
、
２
種
類

の
絹
織
物
か
ら
色
彩
や
模

様
を
考
え
布
地
を
選
ん
だ
。

今
ま
で
の
染
物
体
験
と
は

違
い
、染
液
を
学
級
生
が
調

合
す
る
、
湯
煎
の
温
度
管

理
、漬
け
時
間
管
理
等
も
自

分
達
で
行
い
、作
品
の
完
成

と
な
っ
た
。戸
惑
い
を
感
じ

な
が
ら
の
作
品
づ
く
り
は

午
前

10

時
～
午
後

3

時

ま
で
の
長
丁
場
と
な
っ
た
。

作
品
完
成
時
に
は
一
人
ひ

と
り
に
満
足
感
と
笑
顔
が 

 

石
川
自
治
セ
ン
タ

ー
敷
地
内
全
面
禁
煙

か
ら
１
月
が
立
ち
ま

し
た
。
今
後
と
も
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
ち
な
か
朝
市(

山
田

達
也
会
長)

は
、
8
月
12

日(

月)

特
別
開
催
と
し

て
花
市
を
行
っ
た
。
お
盆

に
合
わ
せ
て
の
為
、
土
曜

日
以
外
の
開
催(

1
回
の

み)

を
毎
年
行
っ
て
い

る
。
花
市
は
、
毎
年
好
評

で
花
や
お
盆
用
品
を
求

め
る
多
く
の
お
客
様
で

賑
わ
っ
た
。
尚
、
17
日
は

お
盆
休
み
を
頂
い
た
。 

 

24
日
後
半
戦
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
晴
天
に
も
恵

ま
れ
早
い
お
客
様
は
6

時
過
ぎ
か
ら
ご
来
店
を

頂
き
開
店
を
待
ち
わ
び 

  

レ
デ
ィ
ー
ス
外
槇(

水
野

昭
子
委
員
長)

は
、
７
月
９

日
か
ら
3
回
の
学
習
会
や

家
庭
で
の
空
き
時
間
を
使

い
製
作
に
取
組
ん
で
い
た

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
ク
が

８
月
20
日
の
学
習
会
で
完

成
し
た
。
最
後
の
仕
上
げ
と

し
て
、
ニ
ス
塗
り
を
し
て
形

を
整
え
、
持
ち
手
の
部
分
に

太
目
の
紐
を
付
け
た
。
色
紙

バ
ン
ド
を
使
っ
た
四
つ
た

た
み
編
み
バ
ッ
ク
は
中
々

の
出
来
倍
と
な
っ
た
。
残
っ

た
材
料
で
バ
ッ
ク
に
付
け

る
小
物
を
作
る
な
ど
、
指
導

の
瀬
谷
節
子
先
生
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
作
品
は
11
月
の
文
化

祭
に
展
示
さ
れ
ま
す
。 
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